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1.はじめに 

(1)背景及び目的 

サンルダム仮排水路建設工事(国土交通省北海道

開発局)は，現況サンル川の転流を目的として仮排水

路を建設する工事である．仮排水路は図－１に示す

ようにダム堤敷内に構築するため，基礎岩盤面の評

価とこれに基づいた適切な基礎岩盤面の確認が不可

欠である． 

ダム堤敷内の岩級区分を図－２に示す．台形 CSG

ダムであるサンルダムでは，止水コンクリート敷は

CM 級以上の岩盤，そのほかの保護コンクリート敷，

CSG 敷等は CL 級以上の岩盤が求められている．基

礎岩盤面の評価は，ハンマによる打音検査と亀裂状

態の目視確認で区分するため，硬軟区分，コア形状，

割れ目の状態から，表－１に示す基礎岩盤面の判定

基準に従い判定を行う．しかし，従来の岩級評価で

は主観的判断を主体としており評価者によって岩級

評価がばらつき，仕上げ掘削の過不足が生じること

が懸念される．そこで，本工事ではハンマの打音検

査に加えて，岩盤の弾性係数を原位置で定量的かつ

迅速に測定できる打球探査法を用いて岩級評価を行

うこととした． 

図-１ 上流から見た仮排水路全景 

 

 

図-２ ダム堤敷内岩級区分 
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②保護コンクリート敷， 

ＣＳＧ敷     ：ＣＬ級以上 

①止水コンクリート敷：ＣＭ級以上 

仮排水路 

表－１ 基礎岩盤面の判定基準 

a)岩級区分要素の基準            b)岩級区分要素の組み合わせ 
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(2)打球探査法の概要 1) 

打球探査法の装置は，写真－１に示すとおり，タブレ

ット型パソコンと φ５cm の金属製球形ハンマで構成さ

れ，ハンマ中央部に取り付けられた加速度計により，対

象物を打撃した際の加速度応答波形からハンマと対象物

の接触時間を算出し，これを Hertz の理論式に代入する

ことで対象物の弾性係数を直接評価する方法である． 

2. 岩級評価フロー 

 岩級評価フローを図－３に示す．図に示すように，判定岩盤面に対する打球探査法の弾性係数を取得する

ために，ダム事業所及び設計者と目合せを行い、両者立会の基にキャリブレーションを実施した．キャリブ

レーションは，1m×1m のグリッドの交点にてハンマによる打音検査と打球探査法を実施しデータを採取した．

キャリブレーション結果を図－４に示す．図より，打音検査による概略スケッチの CL 級分布と打球探査法

による弾性係数コンター，概略スケッチの CM 級以上分布と打球探査法の弾性係数コンターが概ね一致する

ことを確認し，従来の確認手法に加えて打球探査法による評価を導入することとした． 

3. 適用方法及び効果 

 サンルダムの基礎岩盤面の評価に適用するため，打球探査法はダム

軸及びダムジョイントを基準に 2.5m×2.5m のグリッドを設定した．測

定はグリッドの交点にて 14 回行い，ばらつきを考慮して最大値及び最

小値からそれぞれ２点削除し，10 点の平均で岩盤の弾性係数を算出し

た．測定した弾性係数を用いて作成した弾性係数コンターを図－５に

示す．打球探査法の導入によって，現地で簡易に定量的かつ迅速に弾

性係数を得られるようになり，基礎岩盤検査においてダム事業所及び

設計者との円滑な意思疎通を図ることが可能となった．また，設計者

が作成する岩盤スケッチに加えて弾性係数コンター図が得られる点で

も有用であった． 
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a) 打球探査装置    b)測定状況 

写真－１ 打球探査装置及び測定状況 
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図－４ 概略スケッチ及び弾性係数コンター 図－３ 岩級評価フロー 

図－５ 打球探査法による 

    弾性係数コンター 
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